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東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
影
響
、
未
だ
各
所
に
殘
る
。
余
、
遠
き
神
奈
川
の
地
に
あ
り
て
、
些
事
な
れ

ど
も
そ
の
餘
波
を
日
々
感
ず
。 

通
勤
に
使
用
す
る
電
車
、
東
京
の
地
下
鐵
と
相
互
乘
入
れ
し
、
都
心
の
我
職
場
に
近
き
驛
ま
で
直
行
す
。

朝
の
遲
延
常
態
と
な
り
ぬ
れ
ば
乘
車
時
間
は
一
時
間
を
超
ゆ
。
急
行
電
車
を
避
け
、
列
に
並
び
、
一
列
車

遣
り
過
ご
し
、
席
を
得
ば
こ
の
一
時
間
、
余
に
と
り
貴
重
な
る
讀
書
時
間
と
な
る
。 

然
る
に
、
席
を
選
ぶ
の
要
生
ず
。
電
車
は
始
め
地
上
を
走
り
、
多
摩
川
を
過
ぎ
て
都
内
に
入
れ
ば
地
下
に

潛
る
。
地
下
に
て
は
車
内
の
電
燈
に
よ
り
て
書
を
讀
む
。
曾
て
は
照
明
行
屆
き
、
車
内
一
樣
に
明
る
か
り
け

り
。 さ

れ
ど
今
、
電
車
の
天
井
を
見
る
に
、
螢
光
燈
外
さ
れ
て
電
燈
設
置
ス
ペ
ー
ス
剥
出
し
な
る
箇
所
の
多
き
、

何
人
を
も
驚
か
さ
ず
に
は
お
か
じ
。
余
が
算
ふ
る
に
、
凡
そ
半
數
の
電
球
外
さ
れ
て
あ
り
。
席
に
よ
り
て
は
い

か
に
も
暗
く
、
眼
を
疲
勞
せ
し
め
讀
書
繼
續
こ
れ
甚
だ
難
儀
な
り
。 

余
は
明
る
き
席
を
得
む
が
爲
、
電
車
來
り
て
そ
の
扉
開
く
や
否
や
天
井
を
見
、
點
燈
せ
る
電
球
を
搜
す
。

空
席
獲
得
竸
爭
激
し
く
し
て
、
余
が
上
を
見
や
る
う
ち
に
後
續
の
乘
客
先
を
越
し
、
氣
附
け
ば
い
づ
れ
の
席

も
埋
る
「虻
蜂
採
ら
ず
」の
愚
を
犯
す
こ
と
再
々
な
ら
ず
。 

幸
ひ
に
し
て
照
明
至
近
の
席
を
得
て
も
な
ほ
萬
全
と
は
言
ひ
難
し
。
照
明
は
窓
を
背
に
し
て
坐
す
余
が
頭

上
よ
り
も
や
や
車
内
内
側
に
寄
る
天
井
に
あ
り
。
電
車
都
心
に
近
付
く
に
つ
れ
混
雜
し
、
余
の
前
に
人
が
立

ち
、
そ
れ
、
大
男
な
る
時
は
、
そ
の
身
體
、
余
が
手
許
を
陰
に
し
て
折
角
の
良
席
を
臺
無
し
に
す
。
か
か
る
時
、

そ
の
人
に
小
さ
き
人
と
立
ち
位
置
を
變
更
す
る
や
う
申
入
れ
た
き
心
地
す
れ
ど
、
未
だ
試
み
た
る
こ
と
な

し
。 余

が
頭
上
な
る
物
置
棚
に
置
き
た
る
鞄
そ
の
他
の
荷
物
も
亦
陰
を
生
む
。
さ
れ
ど
棚
の
利
用
は
な
る
べ
く

避
け
ら
れ
た
し
と
の
車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
要
望
す
る
は
身
勝
手
に
過
ぐ
る
こ
と
、
余
も
知
る
。 

立
ち
て
讀
み
も
の
す
る
人
も
迷
惑
の
種
な
り
。
片
手
に
つ
り
皮
を
握
り
、
他
の
手
に
本
を
開
く
は
害
な
し
。

問
題
は
新
聞
な
り
。
周
圍
を
氣
遣
ふ
人
は
折
疉
み
て
讀
め
ど
も
、
時
に
兩
手
に
廣
げ
持
ち
て
讀
む
人
あ
り
。

こ
れ
天
井
よ
り
の
照
明
を
遮
り
、
余
が
手
許
を
著
し
く
暗
く
す
。
特
に
團
塊
世
代
以
上
の
人
、
新
聞
を
目
に

近
附
け
て
讀
む
を
難
儀
と
し
て
視
認
距
離
確
保
せ
む
が
た
め
腕
を
伸
す
。
即
ち
、
彼
の
新
聞
、
坐
し
て
下
を

向
く
我
顏
に
觸
れ
む
ば
か
り
に
近
付
き
、
陰
の
面
積
を
更
に
大
き
く
す
。 

大
地
震
直
後
、
電
力
不
足
深
刻
と
全
國
に
喧
傳
さ
れ
、
計
畫
停
電
す
ら
な
さ
れ
た
る
は
記
憶
に
新
し
。

鐵
道
會
社
、
節
約
に
協
力
し
て
運
行
本
數
を
間
引
き
、
驛
、
車
内
の
照
度
を
減
じ
た
る
は
惡
し
き
こ
と
に
あ

ら
ず
。
生
活
の
不
便
あ
る
と
も
電
力
節
約
優
先
な
る
こ
と
國
民
の
多
く
納
得
せ
り
。 

但
し
、
電
力
不
足
心
配
の
議
論
な
ほ
續
く
と
雖
も
、
今
、
電
力
を
節
約
し
て
客
に
不
便
を
強
ふ
る
例
、
他

に
多
か
ら
ず
。
東
急
電
鐵
、
速
か
に
螢
光
燈
設
置
本
數
を
舊
に
復
さ
れ
た
し
。 

 


